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2022年 3月 6日
四旬節第 1主日

菊地功大司教 メッセージ

3月 2日の灰の水曜日から、四旬節が始まりました。今日は四旬節第 1主日です。

四旬節は、わたしたちの信仰を見つめ直し、その原点に立ち返るときです。また御父の
いつくしみを自らのものとし、それを多くの人に具体的に示す、あかしの時でもありま
す。

教会の伝統は、四旬節において「祈りと節制と愛の業」という三つの行動をもって、信
仰を見つめ直すようにわたしたちに呼びかけています。また教会は四旬節に特別な献金
をするようにも呼びかけます。この献金は、犠牲としてささげる心をもって行う具体的
な愛の業に他なりません。またその犠牲を通じてわたしたちは、助けを必要としている
多くの人たちに思いを馳せ、傍観者ではなくともに歩む者になることを心掛けます。互
いに支えあう連帯の絆のうちに、いのちを生きる希望を回復する道を歩みましょう。

申命記は、イスラエルの⺠に原点に立ち返ることを説いています。神に感謝の捧げ物を
するときに、自分たちがどれほどに神のいつくしみと力に護られてきたのかを、共同体
の記憶として追憶する⾔葉です。神に救われた⺠の原点に立ち返ろうとする、記憶の⾔
葉です。

パウロはローマの教会への手紙に、「実に、人は心で信じて義とされ、口で公に⾔い表し
て救われる」と記しています。申命記は、共同体の記憶に基づいたイスラエルの⺠に限
定的な救いを記しますが、パウロはここで、神の救いはすべての人に向けられているこ
とを明確にします。パウロは、復活された主イエスとの具体的な体験こそが、新約の⺠
の共同体における共通の記憶であることを記します。わたしたちが立ち返る信仰の原点
は、ここにあります。

ルカ福音は、荒れ野における四十日の試みの話を記します。イエスは、いのちを生きる
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には極限の状態である荒れ野で悪魔のさまざまな誘惑を受けます。それは空腹の時に石
をパンに変えることや、この世の権力と繁栄を手に入れることや、神に挑戦することで
ありました。すべてはこの世に満ちあふれている人間の欲望の反映であります。それに
対してイエスは、申命記の⾔葉を持って反論していきます。共通の救いの記憶、すなわ
ち共同体の信仰の原点に立ち返ることにこそ、この世のさまざまな欲望に打ち勝つ力が
あることを、イエスは明確にします。信仰共同体に生きているわたしたち一人ひとりは、
立ち返るべき信仰の原点を共有しているでしょうか。

四旬節の初めにあたり、教皇様はメッセージを発表されています。今年のメッセージの
テーマは、ガラテヤ書6章の⾔葉で「たゆまず善を行いましょう。飽きずに励んでいれ

ば、時が来て、実を刈り取ることになります。ですから、今、時のある間に、すべての人
に対して、善を行いましょう」とされています。（ガラテヤ 6.9-10a）

その中で教皇様は、四旬節こそ将来の豊かな刈り入れのために種を蒔くときであるとし
て、「四旬節はわたしたちを回心へと、考え方を改めることへと招きます。それによって
人生は、本来の真理と美しさを得るでしょう。所有するのではなく与えることが、蓄え
るのではなくよい種を蒔いて分かち合うことが、できるようになるのです」と呼びかけ
ます。その上で教皇様は、「他の人のためによい種を蒔くことは、個人の利益だけを考え
る狭量な論理からわたしたちを解放し、行動に無償性ゆえの悠然とした大らかさを与え
てくれます。そうしてわたしたちは、神のいつくしみ深い計画の、すばらしい展望に加
わるのです」と記されています。わたしたちもこの四旬節に信仰の原点に立ち返り、良
い種を蒔くものとなり、神のいつくしみの計画に与るものとなるよう努めたいと思いま
す。


